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1. はじめに
本研究では，AFRPシート曲げ補強による RC梁の耐衝

撃性向上効果を検討することを目的に，補強の有無および
入力エネルギーを変化させた RC梁の重錘落下衝撃実験を
行った．
2. 実験概要
表 1には，本実験に用いた試験体の一覧を示している．
表中の試験体名は補強の有無（ N :無，A :有）を示して
いる．試験体は，補強の有無および入力エネルギーを変化
させた全 8体である．実験は，質量 300 kg，先端直径 200

mmの鋼製重錘を所定の高さから一度だけ自由落下させる
単一載荷法により行った．衝撃荷重載荷位置はスパン中央
部である．梁の支点部は回転を許容し，浮き上がりを拘束
するピン支持に近い構造となっている．本実験では終局状
態を残留変位量が純スパン長の 2 %に達した状態か，あ
るいはシートが剥離や破断した状態と定義している．
図 1には，試験体の形状寸法および配筋状況を示してい
る．本実験に用いた試験体の形状寸法（梁幅×梁高×純
スパン長）は 200 × 250 × 3,000 mmである．軸方向鉄筋
には D19を用いており，梁端面に設置した厚さ 9 mmの
定着鋼板に溶接した．また，せん断補強鉄筋には D10を
用い，100 mm間隔で配筋した．なお，AFRPシートには
目付量 415 g/m2 のシートを用い，梁底面の中央部から両
支点の 50 mm手前まで接着することとした．
3. 実験結果
3.1 ひび割れ分布性状
図 2には，実験終了後における試験体の梁側面ひび割れ
分布性状を，入力エネルギー E = 7.4 kJの場合に着目して
示している．図より，いずれの試験体も梁の上下縁から鉛

表 1 試験体一覧

試験 補強の 計算 落下 入力
曲げ耐力 高さ エネルギー体名 有無 (kN) H (m) E (kJ)

N 無 50.2

1.0 2.9
1.5 4.4
2.0 5.9
2.5 7.4

A 有 73.7

1.5 4.4
2.0 5.9
2.5 7.4
3.0 8.8
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図 1 試験体の形状寸法および配筋状況
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図 2 ひび割れ分布性状

直方向に進展する曲げひび割れや，載荷点近傍から梁下縁
に向かって約 45◦の角度で進展する斜めひび割れが発生し
ていることが分かる．また，A試験体の場合には下縁か
ぶりコンクリートに多数のひび割れが発生しているもの
の，その変形量は N試験体の場合よりも小さい．実験で
は，AFRPシートとコンクリートの界面に部分的な剥離が
見られたものの，全面的なシート剥離には至っていないこ
とを確認している．
3.2 時刻歴応答波形
図 3には，各種時刻歴応答波形を示している．図 3 (a)

より，重錘衝撃力波形は，補強の有無に関わらず振幅の大
きな第 1波に，振幅の小さい第 2波および第 3波が後続
する性状を示している．図 3 (b)より，支点反力波形は，
いずれの試験体も継続時間の長い主波動に高周波成分が合
成された波形性状を示している．なお，主波動継続時間
は A試験体の場合が短い．これは，シート補強すること
によって RC梁の曲げ剛性が増加したことによるものと考
えられる．図 3 (c)より，載荷点変位波形は，いずれの試
験体も衝撃荷重載荷初期に振幅の大きな正弦半波状の波形
が励起した後，減衰自由振動状態に至り，変位が残留して
いる．また，変位量は入力エネルギー E によらず A試験
体の場合が N試験体の場合よりも小さい．
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図 3 重錘衝撃力，支点反力および載荷点変位に関する時刻歴応答波形
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図 4 各種応答値と入力エネルギーの関係

3.3 各種応答値と入力エネルギーとの関係
図 4には，(a)重錘衝撃力 Pud，(b)支点反力 Rud および

(c)載荷点変位 δud と入力エネルギー E との関係を示して
いる．図4 (a)より，重錘衝撃力 Pud は A試験体の場合が
N試験体の場合よりも大きな値を示す傾向にあることが分
かる．これは，シート補強により曲げ剛性が増加したこと
によるものと推察される．また，補強の有無に関わらず入
力エネルギー E の増加に対応して大きくなる傾向にある．
図 4 (b)より，支点反力 Rud は入力エネルギー E に関わ
らず A試験体の場合が N試験体の場合よりも大きな値を
示すことが分かる．これは，重錘衝撃力の場合と同様に，
シート補強することにより RC梁の曲げ剛性が増加するこ
とによるものと推察される．
最大支点反力は，N試験体の場合では入力エネルギーが

E = 5.9 kJで 200 kN程度であるのに対して，A試験体の
場合には E = 7.4 kJで 232 kN程度と，シート補強するこ
とによって衝撃耐力が向上していることが分かる．以上よ
り，シート補強によって最大支点反力は 1.2倍程度，最大
支点反力を示す入力エネルギー E も 1.2倍程度に増大し，

耐衝撃性が向上することが明らかになった．
図 4 (c)より，載荷点変位 δud は入力エネルギー E に関
わらず A試験体の場合が N試験体の場合よりも 2割程度
減少していることが分かる．これは，シート補強によって
RC梁の曲げ剛性が向上したことにより，その変形量が抑
制されていることを示している．また，載荷点変位は補強
の有無に関わらず，入力エネルギー E の増加に伴い線形
的に増加する傾向を示している．なお，A試験体の場合に
は，入力エネルギーが E = 8.8 kJで変形量が著しく増加し
ていることが分かる．これは，シートが破断したことによ
るものである．
4. まとめ
本実験の範囲内で得られた結果をまとめると以下の通り

である．
1) RC梁は AFRPシート曲げ補強することにより耐衝撃
性を向上可能である．

2) 従って，入力エネルギーが同等の場合における RC梁
の変形量も，AFRPシート曲げ補強によって抑制可能
となる．
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